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～顧問先のご紹介～

令和5年4月号

第260号

うなぎ処 久里 様
～ 季節の変わり目でお疲れの方。鰻をたべて元気になろう！～

相続について、お気軽にご相談ください。

一日３組の予約制です。

無 料 相 談 会

☎ 0277-45-2160

申告期限は

10ヶ月です

4/15㈯・26㈬
9時～12時 13時～17時

税理士法人向田会計
桐生市末広町6-10

音声と振動を駆使して、空間認知が苦手でも自立して目的地到着を支援する「ＬＯ

ＯＶＩＣ」。歩きスマホの課題も解決でき、風景を眺めながら移動できるＬＯＯＶＩＣは、

外出に不安を抱えるすべての人が前向きになれるものです。

認知機能に障害を抱えていて1人で目的地にたどりつけない。方向音痴で地図を

読むのが苦手・・。明確な障害と言うほどでなくても、自分は方向音痴であると自覚

している人は、日本人のおよそ４割にのぼると言われています。

使い方はいたってシンプルで、まず

LOOVICのスマホアプリを起動し、目的

地を指定、あとはデバイスを首にかけ

音声と振動にに従って道を進むだけ。

「このまま直進です」などの通常の

案内肉声はもちろん、場所ごとに適し

た音声も登載を予定。

例えば、坂道に差し掛かったら「急な坂道なので気を付けてください」と警告を促す

音声や、喫茶店の前に差しかかったら、店主さんの「疲れたらうちの店に寄ってね」

と励ます声など。合成音声ではなく肉声でガイドするので、まるで人が側にいる感覚

を再現しています。

山中CEOが、LOOVICの開発を手掛けるようになったのは息子さんの存在がきっか

けでした。息子さんは脳に一部損傷を負った状態で生まれ、医師から「自立して歩行

できない可能性が高い」と宣言されました。懸命のリハビリを重ね、どうにか1人で歩

けるようになりましたが、空間認知は苦手なまま成長。外出する時は、必ず誰かが

付き添い、学校などの日常生活に欠かせない場所へは、ほぼ毎日のように同じ道を

往復しました。

こういったトレーニングを繰り返すなかで、息子さんと同じように空間認知が得意で

なく1人で外出が厳しい、外出そのものを恐怖に感じている人が多い事を知りました。

こうした人々の“生きづらさ”をテクノロジーの力で解決したい。息子さんと同じような

境遇であっても、1人で外出し無事に帰宅できる環境をつくりたい・・。そんな問題意

識からLOOVICは開発されました。

外出の楽しさを実感

“生きづらさ”を取り除く

風景の移り変わりを楽しみながら歩く

商業展開は今秋を予定しており、現在は自治体

や企業とコラボしての実証実験、地図や音声デー

タの収録中。

「人の声でガイドしてくれるので1人で歩くのに不

安がなかった」 「風景の移り変わりを楽しみながら

歩くことができた」など、参加者の評判は上々です。

外出に不安を抱えるすべての人が劣等感を持た

ず、前向きに過ごせる社会をつくる。これが山中

CEOの夢であり、目標だそうです。

～戦略経営者2023年3月号より～

故人の土地があるのに、時間が経ちすぎて名義変更できずそのままになってい

ませんか？社会的に問題となっている所有者不明土地の解消を目指し、これに関

連した民法が改正されています。

令和６年４月１日から、相続人が相続・遺贈による

不動産の取得を知ってから３年以内に登記申請する

ことが義務化されます。
義務化＝罰則あり

登記をしなかった時の罰則

「申請をすべき義務がある者（相続人等）が正当な理由がないのにその申請を

怠ったときは、10万円以下の過料に処する」とされました。今後はしなければなら

ないもの、さらには怠った場合には最高で10万円の過料を科せられるものとかな

り厳しくなったといえます。

施行以前の相続にも

現在発生している相続登記未了を原因とする

所有者不明土地の問題の解決にならないため、

施行前に発生した相続に関しても、施行日であ

る令和６年４月１日から３年以内に所有権移転

登記をすることが義務化され、正当な理由がな

い場合は10万円以下の過料の対象となります。

法務局による

住民基本台帳ネットワークシステムの利用

今まで法務局の登記官が不動産所有者の

死亡の情報を得る手段はありませんでした。

今回の改正で、法務局が住民基本台帳ネットワークシステムを利用することがで

きるようになり、法務局自体が登記名義人の死亡情報を取得可能となりました。

今後は、定期的に住民基本台帳をチェックし、登記名義人の死亡を把握します。

また、これを元に登記官の職権で、登記名義人の死亡を示す符号を表示すること

が出来るようになりました。

現在、所有権移転登記をしていない土地がある方は、面倒でも早めに手続きを

始めることをお勧めします。

〒376-0101

みどり市大間々町大間々31-15

TEL 0277-72-4949

何かと忙しい

この季節

お疲れではありませんか？

美味しいうなぎを食べて

心も体も元気になりましょう！


